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スティングワックス(直径O.5mm， 1. 伽1m，長さ 200mm) を使用した。使用金属および埋没材は凝固時
間測定の場合と同様で、ある。
鋳込み率はコイル状パターンに鋳込まれた部分の長さを測定し，元のワックスパターン原型に対し
て鋳込まれた鋳造体の長さの比率を求め鋳込み率とした。
その結果，鋳込み率は金属の融点により大きく影響し，融点が高くなるにしたがって減少する傾向
を示した。また，埋没材の種類，混液比による影響は大きく，りん酸塩系およびエチルシリケート系
埋没材の場合には石膏系埋没材よりも鋳込み率が小さくなり，埋没材の混液比を大きくすることによ
って鋳込み率の増加が認められた。
以上，高温鋳造における鋳造体の凝固時間，鋳込み時間および鋳込み率と種々の鋳造条件との関係
について検討した結果，高温鋳造における鋳込み不足の要因は，主として鋳込み時間に対して凝固時
間が短いことにあり，特に凝固時間を短くする因子として埋没材の気孔率に依存する熱伝導率の影響
が大きいことが示唆された。
したがって，鋳込み不足を生じないためには気孔率の大きい，あるいは熱伝導率の小さい埋没材を
使用することが望まししミ O
論文の審査結果の要旨
本研究は，高温鋳造における鋳込み不足の要因を究明することを目的として基礎的且つ系統的に研
究したものである。研究の結果，高温鋳造における鋳込み不足は凝固時聞を短くする鋳造条件によっ
つムワ】
て起因し，特に埋没材の種類，混液比による影響が大きく，さらに埋没材の熱伝導率に支配されるこ
とを明らかにした。すなわち，埋没材の気孔率に依存する熱伝導率は凝固時間と密接な関係を有し，
気孔率の大きい埋没材は熱伝導率が小さく，凝固時間の遅延をもたらすことが示唆された。
このことは鋳込み不足を防止する対策の基礎的資料としてきわめて重要な知見であり，価値ある業
績であると認める。よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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